
番 号 名 称 略 称

27 教育芸術社 教芸 音Ⅱ 027-901 Ａ ４ 126 令和８ 年

27 教育芸術社 教芸 音Ⅱ 027-902 Ａ ４ 118 令和８ 年

50 大修館書店 大修館 音Ⅱ 050-901 Ａ ４ 136 令和８ 年

89 音楽之友社 友社 音Ⅱ 089-901 Ａ ４ 変型 126 令和８ 年

※「 教科書の記号・ 番号」 欄にある ◆は、 「 学習者用デジタ ル教科書」 （ 学校教育法第34
条第２ 項に規定する 教材） の発行予定がある こ と を 示す。

芸術
（ 音楽Ⅱ）

発 行 者
教科書の記号・ 番号 判型 ページ数 検定済年
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者及び教科書の番号  
 

音楽Ⅱ 冊 数 ４冊 

発行者の略称・ 

教科書の番号 
教芸027-901 教芸027-902 大修館050-901 友社089-901 

 
２ 学習指導要領における教科・科目の目標等 
【芸術の目標】 

芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文

化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1)  芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に

付けるようにする。  
（2） 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。 

（3） 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造してい   

く態度を養い、豊かな情操を培う。 
 【音楽Ⅱの目標】 

   音楽の諸活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と深く

関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

(1)  曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深めると

ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

 （2） 個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴く

ことができるようにする。 

 （3） 主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感

性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

 【音楽Ⅱの内容及び内容の取扱い】   

 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
Ａ 表現 
（1） 歌唱  

ア 歌唱表現に関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、個性豊かに歌唱表現
を創意工夫すること。  

   イ 次の(ｱ)から（ｳ）までについて理解する
こと。    

（ｱ） 曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・
歴史的背景との関わり及びその関わり
によって生み出される表現上の効果 

（ｲ） 言葉の特性と曲種に応じた発声との
関わり及びその関わりによって生み出
される表現上の効果  

（ｳ） 様々な表現形態による歌唱表現の固
有性や多様性   

ウ  創意工夫を生かした歌唱表現をするた
めに必要な、次の(ｱ)から（ｳ）までの技
能を身に付けること。    

（ｱ） 曲にふさわしい発声、言葉の発音、
身体の使い方などの技能   

    (ｲ)  他者との調和を意識して歌う技能  
（ｳ） 表現形態の特徴や表現上の効果を生

かして歌う技能 
 

（2） 器楽  
ア  器楽表現に関わる知識や技能を得たり
生かしたりしながら、個性豊かに器楽表 

（1）内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導につ
いては、必要に応じて、〔共通事項〕を要とし
て相互の関連を図るものとする。 

（2）生徒の特性、学校や地域の実態を考慮し、内
容の「Ａ表現」については（1）、（2） 又は（3）
のうち一つ以上を選択して扱うことができる。 

（3）内容の「Ｂ鑑賞」の指導については、各事項
において育成を目指す資質・能力の定着が図ら
れるよう、適切かつ十分な授業時数を配当する
ものとする。 

（4）内容の取扱いに当たっては、「音楽Ⅰ」の３
の（2）から（11）までと同様に取り扱うものと
する。 
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「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
現を創意工夫すること。   

イ 次の(ｱ)から（ｳ）までについて理解する
こと。    

（ｱ）  曲想と音楽の構造や文化的・歴史的
背景との関わり及びその関わりによっ
て生み出される表現上の効果    

（ｲ）  曲想と楽器の音色や奏法との関わり
及びその関わりによって生み出される
表現上の効果   

（ｳ）  様々な表現形態による器楽表現の固
有性や多様性  

   ウ 創意工夫を生かした器楽表現をするた
めに必要な、次の(ｱ)から（ｳ）までの技能
を身に付けること。    

(ｱ)   曲にふさわしい奏法、身体の使い方
などの技能   

   （ｲ）  他者との調和を意識して演奏する技
能 

（ｳ）  表現形態の特徴や表現上の効果を生
かして演奏する技能 

（3）創作 
  ア 創作表現に関わる知識や技能を得たり

生かしたりしながら、個性豊かに創作表現
を創意工夫すること。 

  イ 音素材、音を連ねたり重ねたりしたとき
の響き、音階や音型などの特徴及び構成
上の特徴について、表したいイメージと
関わらせて理解を深めること。 

  ウ 創意工夫を生かした創作表現をするた
めに必要な、次の(ｱ)から（ｳ）までの技
能を身に付けること。 

 （ｱ） 反復、変化、対照などの手法を活用
して音楽をつくる技能 

  （ｲ）  旋律をつくったり、つくった旋律に
副次的な旋律や和音などを付けた音楽
をつくったりする技能 

 （ｳ）  音楽を形づくっている要素の働きを
変化させ、変奏や編曲をする技能 

 
Ｂ 鑑賞 
（1）鑑賞 
  ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたり

しながら、次の（ｱ）から（ｳ）までにつ
いて考え、音楽のよさや美しさを深く味
わって聴くこと。 

 （ｱ） 曲や演奏に対する評価とその根拠 

   (ｲ) 自分や社会にとっての音楽の意味や 

    価値 
  （ｳ） 音楽表現の共通性や固有性 
  イ 次の（ｱ）から（ｳ）までについて理解を

深めること。 
  （ｱ）  曲想や表現上の効果と音楽の構造と

の関わり 
  （ｲ）  音楽の特徴と文化的・歴史的背景、

他の芸術との関わり 
  （ｳ）  我が国や郷土の伝統音楽の種類とそ

れぞれの特徴 
〔共通事項〕  

 ア 音楽を形づくっている要素や要素同士
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 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
  知覚したことと感受したこととの関わり

について考えること。   
  イ 音楽を形づくっている要素及び音楽に

関する用語や記号などについて、音楽にお
ける働きと関わらせて理解すること 

 

 
３ 教科書の調査研究 

（1）内容 

ア 調査研究 

     
イ 調査項目の具体的な内容 

   ① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 

     調査研究事項のａ、ｂ及びその他の項目との関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

       a  題材など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

・ 音楽的な見方・考え方を働かせた学習活動によって、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と

深く関わる資質・能力の育成を図っている内容について調査する。 
      ｂ 音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを図り、芸術科音楽の特質に応じた言語活動を適切

に位置付けている内容  
     ・  「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」において、思考力、判断力、表現力等の育成を図るため、音や音楽

及び言葉によるコミュニケーションを図り、芸術科音楽の特質に応じた言語活動を適切に位置

付けている内容について調査する。 

     ・ 「Ｂ鑑賞」において、曲や演奏について根拠をもって批評する活動について調査する。 

 
《その他の項目》(各教科共通) 
 ・ 我が国の伝統や文化、国土や歴史に対する理解、他国の多様な文化の尊重に関する特徴や工夫 
 ・ 人権課題（同和問題、北朝鮮による拉致問題等）に関する特徴や工夫 
 ・ 安全・防災や自然災害の扱い 
 ・ オリンピック・パラリンピックに関する特徴や工夫 
 ・ 固定的な性別役割分担意識に関する記述等 
 
② 調査対象事項を設定した理由等 

  a  題材など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

・ 学習指導要領の中に、「題材など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の

育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。」と明示されて

いる。そのため、各題材における資質・能力をどのように育成できるかという視点で調査するこ

ととした。 

     b  音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを図り、芸術科音楽の特質に応じた言語活動を適切

に位置付けている内容  

・ 学習指導要領に、言語活動の充実の目的が明確に示されているとともに、言語活動が「Ａ表現」

及び「Ｂ鑑賞」の両領域において大切であることが示されている。このことから、芸術科音楽の

特質に応じた言語活動を適切に位置付けている内容について調査することとした。 

 
 

        調  査  項  目   対象の根拠（目標等との関連） 
  ａ 題材など内容や時間のまとまりを通して、その中

で育む資質・能力の育成 
第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内

容の取扱い 

 ｂ 音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを

図り、芸術科音楽の特質に応じた言語活動を適切

に位置付けている内容  

内容の取扱い（8） 

  その他の項目（各教科共通） 東京都教育ビジョン 
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《その他の項目》(各教科共通) 
          ・ 我が国の領域をめぐる問題及び国旗・国歌の取扱いについては、学習指導要領総則に基づき、 

  これらの問題を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 
  ・ 北朝鮮による拉致問題については、東京都教育委員会教育目標の基本方針１に基づき、人権 

  尊重の理念を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 

 ・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリ 
  スクマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向 
   上が重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。 
 ・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会 
  に貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについ 
   て調査する。 
  ・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性

別役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言動等

を見直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いについて調

査する。 
 

 

（2）構成上の工夫(各教科共通) 
・ デジタルコンテンツの扱い  

・ ユニバーサルデザインの視点  

・ 自立した学習者の育成に資する工夫 
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教科名 芸術

科目名 音楽Ⅱ

教芸

音Ⅱ 027-901

高校生の音楽２

( 1)  内容

a 題材など 内容や時間のま と ま り を 通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成

【 Ａ 表現　 歌唱】 ・ 「 から たちの花」 を 歌唱する 題材において、 言葉の抑揚やリ ズムを 感じ 取り 、 旋律と の関わり に
ついて理解を 深める など 、 個性豊かに歌唱表現を 創意工夫する こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
ま た、 「 糸」 など ポピ ュ ラ ーソ ン グの題材では、 ギタ ー等の弾き 歌いの活動も 促さ れており 、 コ ー
ド 進行に着目し ながら 学べる 楽曲も 豊富に取り 扱われている 。
・ 外国語によ る 歌曲の題材において、 歌詞の内容を理解し て、 ど のよ う に歌いたいか考えて話し 合
い、 表現を工夫し て歌う など 、 創意工夫を生かし た歌唱表現を する ために必要な、 他者と の調和を
意識し て演奏する 技能を 身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 器楽】 ・ ギタ ーを演奏する 題材において、 ギタ ーの音色や、 音の重なり を楽し みながら 演奏する など 、 創
意工夫を生かし た器楽表現を する ために必要な、 曲にふさ わし い奏法や技能を身に付ける こ と がで
き る よ う 工夫さ れている 。 ま た独奏や重奏、 アン サン ブルなど 、 様々な演奏形態で表現する こ と が
でき る よ う 構成さ れている 。
・ 「 Take Fi ve」 を 合奏する 題材において、 パート の役割や強弱記号、 アーティ キュ レ ーショ ンに注
意し て表現の工夫を する など 、 他者と の調和を意識し て演奏する 技能を身に付ける こ と ができ る よ
う 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 創作】 ・ 「 音楽家の仕事を体験し よ う 」 では、 生活や社会の中の音や音楽と 関わる こ と をイ メ ージし なが
ら 、 依頼文を 読んでその内容を 理解し 、 ど のよ う な音楽がふさ わし いか考えて、 音楽を 選ぶなど 、
生徒が自ら 選択し て学ぶこ と ができ る よ う な構成になっ ている 。
・ 「 サウ ンド ・ シグナルをつく ろ う 」 では、 拍子、 リ ズムなど を 工夫し て、 イ メ ージに合っ たメ ロ
ディ ーをつく る など 、 創意工夫を 生かし た創作表現を する ために必要な技能を身に付ける こ と がで
き る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 循環コ ード を 使って音楽を つく ろ う 」 において、 依頼文の要望に合う 音楽のイ メ ージを 膨ら ま
せ、 全体の構成を 考える など 、 創意工夫を生かし た創作表現を する ために必要な技能を 身に付ける
こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 Ｂ 鑑賞】 ・ 「 世界のさ ま ざま な音楽」 において、 それぞれの音楽において大切にさ れている こ と や背景な
ど 、 写真を用いて分かり やすく 説明さ れており 、 工夫さ れている 。
・ それぞれの楽曲に関連する 演奏形態や作品の鑑賞についても 明示し 、 音楽のよ さ や美し さ を 深く
味わっ て聴く こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
・ モーツ ァ ルト オペラ など の西洋音楽を鑑賞する 題材において、 歴史的背景の描写や作品に映し 出
さ れた時代背景に注目し ながら 鑑賞する など 、 音楽の特徴と 文化的背景と の関わり について理解を
深めて学べる よ う 、 工夫さ れている 。 ま た、 写真や説明を用いて理解し やすいよ う に工夫さ れてい
る 。

【 共通事項】 ・ 歌唱や器楽など 表現領域の題材において、 各題材のポイ ン ト があり 、 さ ら に「 ポピ ュ ラ ー音楽探
求」 の「 音楽って何だろ う ？」 など 、 メ ロ ディ ー、 コ ード 、 リ ズムなど の音楽的特徴に注目さ せる
など 、 要素同士の関連を 知覚し 、 それら の働き を 感受し ながら 、 知覚し たこ と と 感受し たこ と の関
わり について考える こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 絵画から 着想を 得た音楽作品を鑑賞し よ う 」 において、 音楽作品を聴いた印象や捉えた音楽的
特徴など を踏ま えて感想を書く など 、 音楽を 形づく っ ている 要素や要素同士の関連を 知覚し 、 それ
ら の働き を感受し ながら 、 知覚し たこ と と 感受し たこ と の関わり について考える こ と ができ る よ う
工夫さ れている 。

b 音や音楽及び言葉によ る コ ミ ュ ニケーショ ンを 図り 、 芸術科音楽の特質に応じ た言語活動を適切に位置付けている 内容

【 言語活動について】 ・ 自分の考えや意見を 発表し たり グループで話し 合っ たり する 場面が多く 設定さ れ、 音楽や言葉に
よ る コ ミ ュ ニケーショ ン を図り 、 よ り 学びが深ま る よ う 工夫さ れている 。

《 その他の項目》 ( 各教科共通)

我が国の伝統や文化、 国土や
歴史に対する 理解、 他国の多
様な文化の尊重に関する 特徴
や工夫

・ 「 日本各地の民俗芸能」 では、 土地の繁栄と 、 そこ に生き る 人々の息災を 祈願する 儀礼と し た祭
り の伝承について、 各地域の写真や説明において分かり やすく 明示さ れている 。
・ 「 日本音楽史」 では、 古代、 中世、 近世と 、 時代ご と に音楽作品が紹介さ れ、 写真や年表を 用い
て理解し やすいよ う に工夫さ れている 。
・ 「 世界のさ ま ざま な音楽」 において「 人間と 音楽の多様な関わり 」 では、 踊り と 音楽、 社会への
メ ッ セージソ ングなど 、 人間と 音楽の多様な関わり や、 音楽文化の伝承について理解でき る よ う に
工夫さ れている 。 世界のさ ま ざま な音楽において、 その背景にある 文化について理解し 、 音楽表現
や他国の音楽的特徴が理解でき る よ う に工夫さ れている 。

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮
によ る 拉致問題等） に関する
特徴や工夫

・ 「 音楽って何だろ う ？」 の「 人間と 音楽の多様な関わり 」 では、 世界各地のさ ま ざま な音楽につ
いて、 「 社会へのメ ッ セージソ ン グ」 と し て、 その背景にある 人権課題に関する メ ッ セージや文化
があり 、 あら ゆる 場面での音楽表現の形や他国の音楽的特徴が理解でき る よ う に、 記述さ れてい
る 。

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 「 音楽って何だろう ？」 の「 人間と 音楽の多様な関わり 」 にある 「 命の尊さ 『 教訓１ 』 」 の歌の
説明文に、 「 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大初期に」 が記載さ れている 。
・ 音楽史年表に「 阪神・ 淡路大震災（ 1995） 」 「 東日本大震災（ 2011） 」
「 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の世界的流行（ 2019～） 」 が記載さ れている 。

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ
ク に関する 特徴や工夫

・ 音楽史年表に「 東京オリ ン ピ ッ ク （ 1964） 」
「 東京2020オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク （ 2021） 」 が記載さ れている 。

固定的な性別役割分担意識に
関する 記述等

・ 「 世界のさ ま ざま な音楽」 の説明文に、
「 死者を悼んだり する 際に、 男性が独奏する 」 が記載さ れている 。

( 2)  構成上の工夫

・ 歌唱における ピ アノ 伴奏、 朗読・ リ ズム読み、 模範演奏、 解説など を視聴し て各自が学習でき る
よ う 、 ページ内に二次元コ ード が掲載さ れている 。

・ ユニバーサルデザイ ン フ ォ ン ト が採用さ れている 。
・ 全ての生徒の色覚特性に適応する こ と を目指し てデザイ ン さ れている 。

・ 「 音楽旅行記」 の題材において、 デジタ ル端末を活用し 、 興味関心に応じ て音楽旅行記を 作成で
き る よ う 工夫さ れている 。
・ 創作の題材において、 創作の手順が分かり やすく 示さ れ、 生徒が創意工夫し て創作し ていく 際
に、 自己決定する 過程を 通じ て学べる よ う 、 工夫さ れている 。

デジタ ルコ ン テン ツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫
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教科名 芸術

科目名 音楽Ⅱ

教芸

音Ⅱ027-902

MOUSA2

( 1)  内容

a 題材など 内容や時間のま と ま り を通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成

【 Ａ 表現　 歌唱】 ・ 「 Si ci l i ana」 を歌唱する 題材において「 歌唱の呼吸法をマス タ ーし よ う ！」 では、 身体の
使い方やEXERCI SEのポイ ント が示さ れる 等、 息をコ ント ロ ールする ための歌唱の呼吸法が明
示さ れており 、 創意工夫を生かし た歌唱表現をする ために、 必要な技能を身に付ける こ と が
でき る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 今宵の月のよ う に」 や「 糸」 のポピ ュ ラ ーソ ングを歌唱する 題材において、 リ ズムの特
徴や曲想と 歌詞と の関わり 、 日本語の語感を 生かし た表現方法など、 音楽を 形づく っ ている
要素と 音楽における 働き と 関わら せて理解する こ と ができ る よ う 、 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 器楽】 ・ ウ ク レ レ やギタ ー、 和楽器を 演奏する 題材において、 各楽器の特性や基礎的な奏法を理解
する こ と ができ る よ う に、 分かり やすい図版と 説明文が示さ れている 。 ま た、 小品曲から 一
つの楽曲だけでなく 、 アンサンブル曲の教材も 充実し ている 。
・ リ コ ーダーで「 ロ ンド 」 を アンサンブルする 題材では、 アーティ キュ レ ーショ ンを 生かし
た表情豊かな演奏と なる よ う 、 協働的に学習し ながら 主体的に学習を進めら れる よ う 工夫さ
れている 。
・ 「 シンコ ペーテッ ド ・ ク ロ ッ ク 」 でキーボード ・ アンサンブルする 題材において、 パート
の役割を考えてアンサンブルを する など 、 他者と の調和を 意識し て演奏する 技能を身に付け
る こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 創作】 ・ 「 構成を工夫し て作品を つく ろう 」 において、 創作の手順や創作のヒ ント と なる 例が示さ
れており 、 表し たいイ メ ージと 関わら せて理解を深める こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
ま た、 デジタ ルを 活用し た創作についても 触れている 。
・ 「 編曲に挑戦し よ う 」 において、 音色、 リ ズム、 和音などを変化さ せる こ と によ り 曲の雰
囲気がどのよ う に変化し たのかを感じ 取ら せる など 、 変奏や編曲をする 技能を 身に付ける こ
と ができ る よ う 工夫さ れている 。 ま た、 器楽教材と 創作を 関連さ せながら 、 手順を踏んだ説
明と 、 豊富な創作方法の例が明示さ れている 。

【 Ｂ 鑑賞】 ・ 映画音楽やミ ュ ージカルを鑑賞する 題材において、 ラ イ ト モティ ーフ の手法を理解し たり
表現の特徴を 感じ 取ったり する など、 曲想や表現上の効果と 音楽の構造と の関わり について
理解を 深める 内容が設けら れている 。 ま た、 鑑賞曲の中のミ ュ ージカル・ ナンバーを 歌唱教
材と し て扱っ ており 、 表現領域と の関連を図って、 音楽の特徴と 文化的背景と の関わり につ
いて理解を深めて学べる よ う 、 工夫さ れている 。
・ 我が国の伝統音楽や世界の音楽を鑑賞する 題材において、 長唄の発声や歌唱法、 楽器の音
色や奏法、 リ ズムの特徴など に着目し ながら 音楽を 味わう など、 音楽のよ さ や美し さ を 深く
味わっ て聴く こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 共通事項】 ・ 「 考えてみよ う 」 のコ ーナーにおいて、 表現上の効果やパート どう し の調和を実感し 、 考
える こ と ができ る よ う 、 工夫さ れている 。
・ 「 映画音楽を聴こ う 」 において、 「 ゴジラ -1. 0」 では独特なリ ズムと 和音などの音楽を形
づく っ ている 要素や要素同士の関連を 知覚し 、 それら の働き を感受し ながら 、 音楽と 映画の
場面と の結び付き について考える こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

b 音や音楽及び言葉によ る コ ミ ュ ニケーショ ンを図り 、 芸術科音楽の特質に応じ た言語活動を適切に位置付けている 内容

【 言語活動について】 ・ 創作や鑑賞の題材において、 自分の考えや意見を 発表し たり グループで話し 合ったり する
場面が設定さ れ、 音楽や言葉によ る コ ミ ュ ニケーショ ンを 図り 、 よ り 学びが深ま る よ う 工夫
さ れている 。

《 その他の項目》 ( 各教科共通)

我が国の伝統や文化、 国土や歴
史に対する 理解、 他国の多様な
文化の尊重に関する 特徴や工夫

・ 「 日本の伝統音楽」 では、 その特徴や背景や文化について説明資料があり 、 日本音楽の流
れについて、 写真や年表を用いて理解し やすいよ う に工夫さ れている 。
ま た、 民謡や長唄によ る 歌唱の取扱いがあり 、 我が国の伝統的な歌唱が学べる よ う 構成さ れ
ている 。
・ 「 世界の諸民族の音楽」 において、 「 身振り 」 を 伴う 表現と 「 掛け声」 や「 楽器」 によ る
表現の紹介によ り 、 他国の音楽的特徴が理解でき る よ う に工夫さ れている 。

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮に
よ る 拉致問題等） に関する 特徴
や工夫

・ 「 ジャ ズの誕生」 についての説明文に「 その後はアフリ カ人奴隷貿易の中心地になる な
ど」 と 記載さ れている 。
・ 「 アメ リ カと ジャ ズに関連する 主な出来事」 の年表に「 奴隷制の制度化」 、 「 1808 奴隷貿
易の禁止」 、 「 1865 奴隷制の廃止」 が記載さ れている 。

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 「 日本音楽の流れ」 の年表に「 阪神・ 淡路大震災（ 1995） 」 「 東日本大震災（ 2011） 」 が
記載さ れている 。
・ 「 明日の木」 の楽曲紹介の文で、 「 2011年の東日本大震災で被災し た直後から イ ンタ ー
ネッ ト 上につづっ た詩が話題になる 」 と 記載さ れている 。

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

349



オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク
に関する 特徴や工夫

・ 「 日本音楽の流れ」 の年表に「 東京オリ ンピッ ク （ 1964） 」
「 東京2020オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク ( 2021) 」 が記載さ れている 。

固定的な性別役割分担意識に関
する 記述等

・ 「 世界の諸民族の音楽」 の「 ⑧ザウ リ ・ ダンス 」 の説明文に、
「 踊り 手は女性の美の象徴と さ れる 木製の仮面を着け」 と 、 記載さ れている 。

( 2)  構成上の工夫

・ ピアノ 伴奏、 発声練習、 歌詞の朗読や原語歌詞の発音、 楽器の解説や奏法などを確認でき
る よ う 、 二次元コ ード が掲載さ れている 。

・ ユニバーサルデザイ ンフォ ント が採用さ れている 。 全ての生徒の色覚特性に適応する こ と
を目指し てデザイ ンさ れている 。

・ 「 初恋」 の歌唱や創作の題材において、 学習の手順や学習をサポート する 参考資料を 閲覧
でき る 二次元コ ード が明示さ れている 。 生徒が創意工夫し て創作し ていく 際に、 自己決定す
る 過程を通じ て学べる よ う 、 工夫さ れている 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫
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教科名 芸術

科目名 音楽Ⅱ

大修館

音Ⅱ 050-901

音楽Ⅱ改訂版　 Tut t i  +

( 1)  内容

a 題材など 内容や時間のま と ま り を 通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成

【 Ａ 表現　 歌唱】 ・ 姿勢や呼吸を意識し ながら 歌唱する 「 声と いう 大切な楽器」 において、 「 歌声づく り のポイ ン
ト 」 が示さ れる など 、 創意工夫を 生かし た歌唱表現を する ために必要な技能を身に付ける こ と がで
き る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 あ なたはど こ に」 を 歌唱する 「 曲のメ ッ セージを 大切にし て表現を工夫し よ う 」 の題材におい
て、 作曲者のメ ッ セージの記載があり 、 作曲者の意図や演唱法の説明など 楽譜に記載さ れている 。
・ 「 風の子供」 を 歌唱する 「 言葉のま と ま り と 音楽の関係を 捉えて歌おう 」 の題材において、 旋律
の動き や強弱、 アーティ キュ レ ーショ ンなど 歌い方の工夫が示さ れており 、 個性豊かに歌唱表現を
創意工夫する こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 器楽】 ・ 箏や三味線など の「 和楽器の演奏を 楽し も う 」 の題材において、 「 さ ま ざま な奏法」 では、 写真
を 用いて説明があり 、 分かり やすく 工夫さ れている 。 ま た独奏や重奏、 アン サン ブルなど 、 様々な
演奏形態で表現する こ と ができ る よ う 構成さ れている 。
・ 「 ギタ ーの演奏を 楽し も う 」 では、 楽曲のイ メ ージを も っ て演奏でき る よ う 、 「 演奏のPoi nt 」 で
は、 音色の違いに着目し て奏法の工夫を促すよ う な記載があり 、 個性豊かに器楽表現を 創意工夫す
る こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 The r ai der s mar ch」 でアン サン ブルする 題材において、 楽器の音色や奏法、 音量のバラ ンス な
ど 、 他者と の調和を 考えさ せる 活動を 促すなど、 創意工夫を 生かし た器楽表現を する ために必要な
技能を 身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 創作】 ・ 「 『 ど じ ょ っこ ふなっ こ 』 を 変奏し てみよ う 」 の題材において、 「 どじ ょ っこ ふなっ こ 」 の旋律
を も と に、 伴奏と なる 和音、 調、 拍子など を 変化さ せる こ と によ り 、 曲の雰囲気がど のよ う に変化
し たか感じ 取ら せる こ と で、 音楽を形づく っ た要素を 生かし て変奏でき る よ う に構成さ れている 。
創意工夫を生かし た創作表現を する ために必要な技能を 身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れてい
る 。
・ 「 動機をも と にし て音楽を つく ろう 」 の題材において、 創意工夫を 生かし た創作表現をする ため
に必要な、 反復、 変化、 対照など の手法を活用し て音楽をつく る 技能を身に付ける こ と ができ る よ
う 工夫さ れている 。 ま た、 創作の手順が示さ れており 、 創作のヒ ント と なる 例が示さ れていたり 、
デジタ ルを活用し た創作についても 触れている 。

【 Ｂ 鑑賞】 ・ 「 日本の音楽と 文化」 において、 「 音でたどる 日本音楽の流れ」 が示さ れ、 音楽の特徴と 文化
的・ 歴史的背景と の関わり について理解が深ま る よ う 、 教材の配列が工夫さ れている 。
・ 「 世界の音楽と 文化」 では、 「 世界のさ ま ざま な音楽の魅力」 において、 発声や唱法、 楽器の音
色、 リ ズムに着目し ながら 音楽を 味わう など 、 音楽のよ さ や美し さ を 深く 味わっ て聴く こ と ができ
る よ う 工夫さ れている 。 ま た、 写真を 用いて理解し やすいよ う に工夫さ れている 。

【 共通事項】 ・ 「 Ave Mar i a」 を 歌唱する 題材において、 「 と り 先生や生徒」 から 共通事項を意識し た表現活動を
促すなど 、 音楽を 形づく っている 要素や要素同士の関連を知覚し 、 それら の働き を感受し ながら 、
知覚し たこ と と 、 感受し たこ と と の関わり について考える こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 『 ど じ ょ っこ ふなっ こ 』 を 変奏し てみよ う 」 において、 「 ど じ ょ っこ ふなっ こ 」 の旋律を も と
に、 音楽を形づく っ ている 要素を 操作し ながら 変奏曲を つく る など 、 音楽を 形づく っ ている 要素同
士の関連を知覚し 、 それら の働き を感受し ながら 、 知覚し たこ と と 、 感受し たこ と と の関わり につ
いて考える こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

b 音や音楽及び言葉によ る コ ミ ュ ニケーショ ンを 図り 、 芸術科音楽の特質に応じ た言語活動を適切に位置付けている 内容

【 言語活動について】 ・ 器楽や創作、 鑑賞の題材において、 自分の知識や考えをま と めたり 、 話し 合う 場面が設けら れて
いる など 、 音楽や言葉によ る コ ミ ュ ニケーショ ン を促し 、 よ り 学びが深ま る よ う 工夫さ れている 。

《 その他の項目》 ( 各教科共通)

我が国の伝統や文化、 国土や
歴史に対する 理解、 他国の多
様な文化の尊重に関する 特徴
や工夫

・ 「 民謡や伝統音楽に親し も う 」 や「 日本の音楽と 文化」 では、 その特徴や背景や文化について、
写真や説明資料が示さ れている 。 「 音でたど る 日本音楽の流れ」 については、 古代から の成立時期
が、 写真や年表を 用いて理解し やすいよ う に工夫さ れている 。
・ 「 世界の音楽と 文化」 において、 民俗芸能の伝承の中で使用さ れる 楽器の紹介と と も にその背景
にある 文化について、 さ ま ざま な発声や唱法、 西洋音楽と は異なる 音階、 楽器の音色、 リ ズム 、 拍
子の考え方など に着目し た解説によ り 、 他国の音楽的特徴が理解でき る よ う に工夫さ れている 。

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮
によ る 拉致問題等） に関する
特徴や工夫

　 記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 「 音楽史と 史実」 に「 関東大震災（ 1923） 」 、 「 阪神・ 淡路大震災（ 1995） 」 、 「 東日本大震災
（ 2011） 」 、 「 新型コ ロ ナウ ィ ルス （ 2020） 」 が記載さ れている 。
・ 「 あ なたはど こ に」 の楽曲紹介の文で「 東日本大震災で被災し た後にイ ン タ ーネッ ト 上で発表し
た『 詩の礫』 をも と に」 と 記載さ れている 。

オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ
ク に関する 特徴や工夫

・ 「 音楽史と 史実」 に「 夏季オリ ンピ ッ ク が東京で開かれる （ 1964） 」
「 東京2020オリ ン ピ ッ ク （ 2021） 」 が記載さ れている 。

発行者（ 略称）
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固定的な性別役割分担意識に
関する 記述等

　 記載なし

( 2)  構成上の工夫

・ 外国語の歌詞の朗読や楽器の演奏など 学習に役立つよ う 、 二次元コ ード が掲載さ れ、 学習に関す
る 資料を参照し たり 、 音声や動画を視聴し たり する こ と ができ る 。

・ カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮さ れている 。
・ UD書体が使用さ れている 。

・ 「 と り 先生と 生徒たち」 のキャ ラ ク タ ーによ っ て、 学習のヒ ン ト や手順と なる ポイ ン ト が明確に
示さ れている 。 生徒が創意工夫する 際に、 試行錯誤し 、 自己決定する 過程を 通じ て学べる よ う 、 工
夫さ れている 。

デジタ ルコ ン テン ツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫
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教科名 芸術

科目名 音楽Ⅱ

友社

音Ⅱ 089-901

改訂版 Ｏ Ｎ ！２

( 1)  内容

a 題材など 内容や時間のま と ま り を 通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成

【 Ａ 表現　 歌唱】 ・ 「 から たちの花」 や「 上を 向いて歩こ う 」 を歌唱する 題材において、 言葉のフ レ ーズと メ ロ
ディ ーの関わり や、 音楽を形づく っている 要素がど のよ う なイ メ ージを生み出し ている かを 考
え、 曲のイ メ ージに合っ た表現を 探る など 、 個性豊かに歌唱表現を創意工夫する こ と ができ る よ
う 工夫さ れている 。
・ 「 刈干切歌」 や「 Seasons of  Love」 を 歌唱する 題材において、 「 コ ブシ」 など 特徴的な発声技
法や斉唱部分と 合唱部分と の対比を味わう など、 様々な表現形態によ る 歌唱表現の固有性や多様
性について理解する こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。 ま た、 扱われている ジャ ンルが多様であ
り 、 楽曲数が豊富である 。
・ 「 La ser enat a」 や「 Di e Forel l e」 を歌唱する 題材において、 イ メ ージに合っ た歌い方を 目指
し 、 曲中のフ レ ーズを使って声の出し 方を工夫する 際に、 レ ガート やス タ ッ カート での歌唱練習
を 行う など 、 技能を 身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 器楽】 ・ 「 ソ ーラ ン 節」 や「 イ パネマの娘」 を演奏する 題材において、 太鼓の枠う ちなど 楽器の特性
や、 ボサ・ ノ ヴァ の特徴を生かし た表現を工夫し 、 個性豊かに器楽表現を創意工夫する こ と がで
き る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 島人ぬ宝」 を キーボード で演奏する 題材において、 歌詞の内容と 関わら せながら 、 三線の音
色が生み出す雰囲気を深く 味わいながら 演奏する など 、 曲想と 楽器の音色や奏法と の関わり 及び
その関わり によ っ て生み出さ れる 表現上の関わり について理解する こ と ができ る よ う 工夫さ れて
いる 。
・ 「 笑点のテーマ」 をアンサン ブルする 題材において、 楽器の特性を 生かし た効果的なアン サン
ブルを 考える など 、 創意工夫を 生かし た器楽表現をする ために必要な、 他者と の調和を 意識し て
演奏する 技能を身に付ける こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

【 Ａ 表現　 創作】 ・ 「 音素材を 生かし てつく ろ う 」 において、 音素材のよ さ や特徴を生かし 、 構成を創意工夫し て
創作する など 、 音素材、 音を 連ねたり 重ねたり し たと き の響き や構成上の特徴について、 表し た
いイ メ ージと 関わら せて理解を 深める こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 歌をつく ろう 」 において、 メ ロ ディ ー（ 旋律） 、 リ ズム や拍子、 調など の変化や、 言葉のア
ク セン ト や詩のイ メ ージを音楽で表現する など、 個性豊かに創作表現を創意工夫する こ と ができ
る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 変奏曲を つく ろ う 」 において、 調、 リ ズム、 和音など を 変化さ せる こ と によ り 曲の雰囲気が
ど のよ う に変化し たのかを感じ 取ら せる など 、 創意工夫を生かし た創作表現をする ために必要
な、 音楽を形づく っ ている 要素の働き を変化さ せ、 変奏や編曲を する 技能を 身に付ける こ と がで
き る よ う 工夫さ れている 。

【 Ｂ 鑑賞】 ・ 「 王宮の花火の音楽」 など の西洋音楽を鑑賞する 題材において、 それぞれの楽曲に関連する 演
奏形態や楽器の特徴など がコ ラ ム と し て記載さ れる など 、 鑑賞に関わる 知識を得たり 生かし たり
し ながら 、 音楽のよ さ や美し さ を 深く 味わっ て聴く こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 能」 など の日本音楽を鑑賞する 題材において、 見ど こ ろ や聴き ど こ ろが示さ れており 、 物語
と 時代背景を 把握し 、 登場人物の気持ちが語り や演奏でど のよ う に表現さ れている かを 話し 合う
など 、 我が国や郷土の伝統音楽の種類と それぞれの特徴について理解を深める こ と ができ る よ う
工夫さ れている 。

【 共通事項】 ・ 表現領域の題材において、 「 Poi nt 」 や「 Try」 など 、 共通事項を意識し た表現の工夫を促すな
ど 、 音楽を形づく っ ている 要素や要素同士の関連を知覚し 、 それら の働き を 感受し ながら 、 知覚
し たこ と と 感受し たこ と と の関わり について考える こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。
・ 鑑賞の題材において、 音楽を 形づく っている 要素に注目し 、 他の要素と ど のよ う に関わっ てい
る か考えさ せたり 、 音楽を形づく っている 要素及び音楽に関する 用語や記号など について、 音楽
における 働き と 関わら せて理解する こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

b 音や音楽及び言葉によ る コ ミ ュ ニケーショ ンを 図り 、 芸術科音楽の特質に応じ た言語活動を適切に位置付けている 内容

【 言語活動について】 ・ 表現領域や鑑賞領域の題材において「 ONGAKUを ふかめよ う 」 など 、 音楽の要素がど のよ う なイ
メ ージを生み出し ている か考えたり 、 自分の考えを他者と 話し 合ったり 、 発表し たり する 活動な
ど 、 音楽や言葉によ る コ ミ ュ ニケーショ ンを 促し 、 よ り 学びが深ま る よ う 工夫さ れている 。

《 その他の項目》 ( 各教科共通)

我が国の伝統や文化、 国土や
歴史に対する 理解、 他国の多
様な文化の尊重に関する 特徴
や工夫

・ 我が国及び他国の伝統や文化では、 民謡作品が多く 取り 上げら れており 、 音楽文化の伝承につ
いて、 個々の音楽の特徴を捉える など し て、 それぞれの音楽の共通性や固有性を 捉え、 音楽の多
様性について理解でき る よ う に工夫さ れている 。 幅広い地域やジャ ン ルの多種多様な解説や紹介
によ り 、 他国の音楽的特徴が理解し やすいよ う 工夫さ れている 。

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮
によ る 拉致問題等） に関する
特徴や工夫

・ 「 Amazi ng Grace」 楽曲の説明文に、 「 奴隷制度の廃止を願ってつく っ たと いわれる 讃美歌」 と
記述さ れている 。

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 「 水平線」 の楽曲の説明文に、 「 新型コ ロ ナウ ィ ルス の流行によ り 全国高等学校総合体育大会
（ イ ン タ ーハイ ） 中止を 経験し た高校生たちの声に触れ、 彼ら の喪失感や葛藤を 受け止めて作曲
さ れた。 」 と 記述さ れている 。
・ 音楽史年表に「 阪神・ 淡路大震災（ 1995） 」 「 東日本大震災（ 2011） 」 が記載さ れている 。
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オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ
ク に関する 特徴や工夫

・ 音楽史年表に「 東京オリ ン ピ ッ ク （ 1964） 」
「 東京2020オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク （ 2021） 」 が記載さ れている 。

固定的な性別役割分担意識に
関する 記述等

・ 「 Du bi st  wi e ei ne Bl ume」 の「 シュ ーマンの結婚と 音楽家ク ラ ラ 」 の説明文に、 「 し かし 、
当時は女性が作曲を する こ と は社会的に認めら れない風潮があり 、 結婚後は自身の作曲よ り も ロ
ベルト の創作を支える こ と が多く なっ た。 」 と 記述さ れている 。

( 2)  構成上の工夫

学習に役立つ動画、 解説など のデジタ ル・ コ ンテンツ を ウ ェ ブサイ ト で見る こ と ができ る よ う 、
二次元コ ード が掲載さ れている 。

記載なし

・ 学習の手順が明確に示さ れており 、 生徒が創意工夫し て表現し ていく 際に、 自己決定する 過程
を 通じ て学べる よ う 、 「 Poi nt 」 や「 Try」 によ り ヒ ン ト が示さ れている 。
・ 「 ONGAKUを ふかめよ う 」 によ っ て、 生徒の表し たい音楽のイ メ ージを具体化する よ う なヒ ン ト
が示さ れており 、 生徒が主体的に学習に取り 組める よ う 工夫さ れている 。

デジタ ルコ ン テン ツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫
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